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株主の皆様へ

皆様には、日ごろから当社グループの経営に格別のご高配を賜り、ありがとうございます。
第54期期末報告書をお届けするにあたりまして、ご挨拶申し上げます。

当社グループを取り巻く経営環境は、前年度と同規模の公共事業関係費の維持と前倒し執行、
公共投資中心の第2次補正予算の成立などにより、継続して回復基調にあります。

このような状況下にあって、当社は、東日本大震災や平成28年熊本地震からの復興事業に
総力を挙げて取り組むとともに、技術競争力と価格競争力の強化と人材を中心とした経営資源
の充実を図ることにより、防災･減災事業、社会資本の維持管理や更新に関する事業等を中心
に計画を上回る受注を達成するとともに、売上げと利益を着実に計上しました。

また、当社の連結子会社の業績は、日本都市技術株式会社および株式会社地圏総合コンサ
ルタントで堅調に推移したものの、株式会社建設技研インターナショナルで計上した為替差損や
経営再建途上にある株式会社日総建の影響等で、連結子会社全体としては計画を下回る状況
となりました。しかしながら、グループ統括機能の強化、グループ企業の経営支援、グループ連携
による新事業領域の開拓など、グループ総合力の強化を着実に実施しました。

これらの結果、当連結会計年度における当社グループの受注高は42,481百万円と前年同期比
5.3％増となりました。完成業務収入は42,033百万円と前年同期比4.5％増となり、経常利益は
2,433百万円と前年同期比11.0％減、親会社株主に帰属する当期純利益は1,447百万円と前年
同期比11.4％減となりました。

今後とも役員ならびに社員一同、国民の安心・安全を担う建設コンサルタントの社会的使命を
果たすため、最大限の努力を続けてまいる所存です。株主の皆様におかれましては、引き続き
格別のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　　　平成29年１月

代表取締役社長
 村 田 和 夫
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トピックス

ダムは水量調節のため川を堰き止めますが、同時に

土砂も堰き止めてしまうため、貯水容量に土砂の堆積

容量をあらかじめ確保して設計・建設しますが、流入

した土砂が確保した容量を超えた場合には、水量調節

の効果が発揮しにくくなります。

美和ダムは、流域内の度重なる水害により想定を上

回る速度で土砂の堆積が進行しました。このため、ダ

ムに期待される効果の維持･回復を目的に、貯水池へ

の流入土砂を迂回させる土砂バイパストンネルを設置

するとともに、迂回できず貯水池に流入した土砂を除

去する堆砂計画が立案されました。これは、取水設

備、導流水路、ストックヤード、排砂ゲートで構成され

る湖内堆砂対策施設を設置し、平常時に貯水池内の

土砂を浚渫してストックヤードに仮置きし、その後に

発生した洪水とともにこの土砂を流下させ、仮置きし

た土砂を土砂バイパストンネルからダム下流に排出す

るものです。この計画により、これまでトラックで搬出

していた土砂を水の力を利用してダムから排出するこ

とが可能になり、処理コストの低減につながると考え

られています。これは、土砂バイパストンネルを高度

利用したわが国初となる先進的な排砂システムであ

るため、水理模型実験で実際の現象を再現するととも

に、学識経験者で構成される委員会からの助言・指導

を反映させながら設計を進めました。

今後も、当社が培ってきた技術力を活かし、安心・

安全な生活を支えてまいります。

■ダム湖内堆砂対策施設の計画設計

湖内堆砂対策施設
土砂バイパストンネルの更なる
活用を目的として新設導流水路

取水した洪水流をストック
ヤードに導水

土砂バイパストンネル
Ｈ17年に完成。流入土砂を
下流に排出

ストックヤード
掘削・除去した土砂を一時
的にストック

土砂バイパストンネルに流入

一部はダム湖に堆積

ダム

上流

 現状の土砂の流れ

  施設完成後に新たに発生する
土砂の流れ

取水設備
洪水発生時に洪水流の
一部を取水

排砂ゲート
洪水時に開放し、ストック
した土砂を下流に排出
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トピックス

平成28年１月に竣工したオフィスビル「アーバン

ネット日本橋2丁目ビル」は、当社の連結子会社であ

る株式会社日総建が基本設計補助から実施設計・監

理業務まで携わりました。

設計を行う上で、敷地の周囲3面が既に建物に囲ま

れており採光面に課題があったため、太陽光を高反射

アルミ板によって反射させ室内に運ぶ「光ダクト」を建

物中央に計画しました。この試みにより自然光を室内

でも感じることで、知的生産性の向上と照明エネル

ギー削減を目指しました。

■光ダクトを採用したオフィスビル設計

この取り組みが評価され、平成28年10月、「“光ダ

クト”がもたらす美しい現象が利用者に自然光の安ら

ぎを感じさせ、採光が期待できない奥行きの深いビル

におけるプロトタイプとなり得る」として「GOOD 

DESIGN AWARD 2016」においてグッドデザイン賞

を受賞しました。

今後も、当社グループが蓄積したノウハウと高度な

技術力を活かし、魅力ある建築物を積極的に提案して

まいります。

©Forward Stroke Inc.©Forward Stroke Inc.
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連結財務諸表
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■連結貸借対照表（要約）

■連結キャッシュ・フロー計算書（要約）■連結損益計算書（要約）

（単位：百万円）

区　　分 第  53  期 第  54  期 区　　分 第  53  期 第  54  期

（資産の部） （負債の部）
流動資産 30,094 29,416 流動負債 18,568 16,392

固定負債 1,552 1,459
固定資産 13,843 13,227 負債合計 20,120 17,851

有形固定資産 6,689 6,684 （純資産の部）
無形固定資産 489 489 株主資本 23,707 24,871
投資その他の資産 6,663 6,054 資本金 3,025 3,025

資本剰余金 4,122 4,122
利益剰余金 16,571 17,735
自己株式 △ 12 △ 12

その他の包括利益累計額 △ 15 △ 177
非支配株主持分 125 99
純資産合計 23,816 24,793

資産合計 43,937 42,644 負債・純資産合計 43,937 42,644

（単位：百万円）

区　　分 第  53  期 第  54  期

完成業務収入 40,220 42,033
完成業務原価 29,379 30,989
販売費及び一般管理費 8,243 8,665
営業利益 2,598 2,378
営業外収益 178 129
営業外費用 42 74
経常利益 2,734 2,433
特別利益 － 5
特別損失 12 56
税金等調整前当期純利益 2,721 2,382
法人税､住民税及び事業税 935 888
法人税等調整額 146 70
当期純利益 1,639 1,424
非支配株主に帰属する当期純利益また
は非支配株主に帰属する純損失（△） 6 △ 23

親会社株主に帰属する当期純利益 1,633 1,447

（単位：百万円）

区　　分 第  53  期 第  54  期

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,613 △ 201
投資活動によるキャッシュ・フロー △1,766 △ 163
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 196 △683
現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △18
現金及び現金同等物の増減額 △ 349 △1,066
現金及び現金同等物の期首残高 12,659 12,310
現金及び現金同等物の期末残高 12,310 11,244
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■連結株主資本等変動計算書
第53期 （単位：百万円）

株主資本 その他の包括利益累計額
非支配

株主持分
純資産
合計資本金 資本

剰余金
利益

剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金

退職給付
に係る調整

累計額

その他の
包括利益

累計額合計

平成27年１月１日残高 3,025 4,122 14,856 △ 11 21,992 611 △ 829 △ 218 96 21,870
会計方針の変更による累積的影響額 ― ― 336 ― 336 ― ― ― 14 350
会計方針の変更を反映した
平成27年１月１日残高 3,025 4,122 15,192 △ 11 22,328 611 △ 829 △ 218 111 22,221

当連結会計年度中の変動額
剰余金の配当 ― ― △ 254 ― △ 254 ― ― ― ― △ 254
親会社株主に帰属する当期純利益 ― ― 1,633 ― 1,633 ― ― ― ― 1,633
自己株式の取得 ― ― ― △ 0 △ 0 ― ― ― ― △ 0
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額） ― ― ― ― ― 0 202 202 13 216

当連結会計年度中の変動額合計 ― ― 1,378 △ 0 1,378 0 202 202 13 1,594
平成27年12月31日残高 3,025 4,122 16,571 △ 12 23,707 611 △ 627 △ 15 125 23,816

第54期 （単位：百万円）
株主資本 その他の包括利益累計額

非支配
株主持分

純資産
合計資本金 資本

剰余金
利益

剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金

退職給付
に係る調整

累計額

その他の
包括利益

累計額合計

平成28年１月１日残高 3,025 4,122 16,571 △ 12 23,707 611 △ 627 △ 15 125 23,816
当連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 ― ― △ 282 ― △ 282 ― ― ― ― △ 282
親会社株主に帰属する当期純利益 ― ― 1,447 ― 1,447 ― ― ― ― 1,447
自己株式の取得 ― ― ― △ 0 △ 0 ― ― ― ― △ 0
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額） ― ― ― ― ― 53 △ 215 △ 162 △ 25 △ 187

当連結会計年度中の変動額合計 ― ― 1,164 △ 0 1,164 53 △ 215 △ 162 △ 25 976
平成28年12月31日残高 3,025 4,122 17,735 △ 12 24,871 664 △ 842 △ 177 99 24,793
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個別財務諸表
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■貸借対照表（要約）

■損益計算書（要約）

（単位：百万円）

区　　分 第  53  期 第  54  期 区　　分 第  53  期 第  54  期

（資産の部） （負債の部）
流動資産 24,712 25,139 流動負債 14,244 13,053

固定負債 645 785
固定資産 13,785 13,622 負債合計 14,890 13,838

有形固定資産 6,506 6,502 （純資産の部）
無形固定資産 373 384 株主資本 22,996 24,258
投資その他の資産 6,905 6,735 資本金 3,025 3,025

資本剰余金 4,122 4,122
利益剰余金 15,860 17,122
自己株式 △ 12 △ 12

評価・換算差額等 611 664
純資産合計 23,608 24,923

資産合計 38,498 38,762 負債・純資産合計 38,498 38,762

（単位：百万円）

区　　分 第  53  期 第  54  期

完成業務収入 33,734 34,256
完成業務原価 24,102 24,609
販売費及び一般管理費 7,253 7,317
営業利益 2,377 2,328
営業外収益 151 142
営業外費用 15 5
経常利益 2,513 2,465
特別損失 12 54
税引前当期純利益 2,500 2,411
法人税､住民税及び事業税 884 841
法人税等調整額 95 25
当期純利益 1,520 1,545
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■株主資本等変動計算書
第53期 （単位：百万円）

株主資本 評価・換算差額等

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価
差額金

評価・
換算差額
等合計

資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金 利益
剰余金
合計

別途
積立金

繰越利益
剰余金

平成27年１月１日残高 3,025 4,122 4,122 176 8,700 5,415 14,292 △ 11 21,429 611 611 22,040
会計方針の変更による累積的影響額 ― ― ― ― ― 301 301 ― 301 ― ― 301
会計方針の変更を反映した
平成27年１月１日残高 3,025 4,122 4,122 176 8,700 5,717 14,594 △ 11 21,730 611 611 22,341

当事業年度中の変動額
剰余金の配当 ― ― ― ― ― △254 △ 254 ― △ 254 ― ― △ 254
当期純利益 ― ― ― ― ― 1,520 1,520 ― 1,520 ― ― 1,520
自己株式の取得 ― ― ― ― ― ― ― △ 0 △ 0 ― ― △ 0
株主資本以外の項目の
当事業年度中の変動額（純額） ― ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0 0

当事業年度中の変動額合計 ― ― ― ― ― 1,266 1,266 △ 0 1,265 0 0 1,266
平成27年12月31日残高 3,025 4,122 4,122 176 8,700 6,983 15,860 △ 12 22,996 611 611 23,608

第54期 （単位：百万円）
株主資本 評価・換算差額等

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価
差額金

評価・
換算差額
等合計

資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金 利益
剰余金
合計

別途
積立金

繰越利益
剰余金

平成28年１月１日残高 3,025 4,122 4,122 176 8,700 6,983 15,860 △ 12 22,926 611 611 23,608
当事業年度中の変動額

剰余金の配当 ― ― ― ― ― △282 △ 282 ― △ 282 ― ― △ 282
当期純利益 ― ― ― ― ― 1,545 1,545 ― 1,545 ― ― 1,545
自己株式の取得 ― ― ― ― ― ― ― △ 0 △ 0 ― ― △ 0
株主資本以外の項目の
当事業年度中の変動額（純額） ― ― ― ― ― ― ― ― ― 53 53 53

当事業年度中の変動額合計 ― ― ― ― ― 1,262 1,262 △ 0 1,262 53 53 1,315
平成28年12月31日残高 3,025 4,122 4,122 176 8,700 8,245 17,122 △ 12 24,258 664 664 24,923
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設 立 昭和38年4月
商 号 株式会社建設技術研究所

（英文社名：CTI  Engineering Co., Ltd.）
本 店 所 在 地 東京都中央区日本橋浜町3−21−1
資 本 金 3,025,875,010円
登 録 資 格 建設コンサルタント登録 建26第133号

地質調査業者登録 質24第19号
補償コンサルタント登録 補26第1002号
測量業者登録 第（14）−848号
一級建築士事務所登録（東京都）第4330号
一級建築士事務所登録（大阪府）（へ）第12091号
計量証明事業登録（音圧レベル）（埼玉県）第音40号
計量証明事業登録（濃度）（千葉県）第542号
計量証明事業登録（振動加速度レベル）（埼玉県）第振29号
土壌汚染対策法第3条第1項に基づく指定調査機関
  環2003-8-1018

関 係 会 社 株式会社建設技研インターナショナル
日本都市技術株式会社
株式会社地圏総合コンサルタント
株式会社日総建
株式会社環境総合リサーチ
株式会社ＣＴＩフロンティア
株式会社マネジメントテクノ
釜石太陽光発電株式会社
釜石楢ノ木平太陽光発電株式会社
株式会社ＣＴＩアウラ
株式会社新土木開発
株式会社ＣＴＩウイング
株式会社ＣＴＩグランドプラニング
武漢長建創維環境科技有限公司
株式会社ＣＴＩミャンマー

主要取引銀行 三菱東京UFJ銀行
みずほ銀行
りそな銀行
三菱UFJ信託銀行

代 表 取 締 役 社 長 村 田 和 夫
代表取締役　副社長執行役員 棚 橋 通 雄
代表取締役　副社長執行役員 兪　  朝夫
取 締 役 　 専 務 執 行 役 員 友 永 則 雄
取 締 役 　 専 務 執 行 役 員 栗 田 秀 明
取 締 役 　 常 務 執 行 役 員 寺 井 和 弘
取 締 役 　 常 務 執 行 役 員 中 村 哲 己
取 締 役 　 常 務 執 行 役 員 中 平 明 憲
取 締 役 　 常 務 執 行 役 員 渡 邊 宏 一
社 外 取 締 役 池 淵 周 一
社 外 取 締 役 小棹ふみ子
常 勤 監 査 役 尾園修治郎
監 査 役 唐　  裕一
社 外 監 査 役 堀 内 国 宏
社 外 監 査 役 田 中 康 郎
補 欠 監 査 役 由 布 節 子

常 務 執 行 役 員 金 井 恵 一
常 務 執 行 役 員 廣澤　  遵
常 務 執 行 役 員 秋葉　  努
常 務 執 行 役 員 木内　  啓
常 務 執 行 役 員 西 村 達 也
常 務 執 行 役 員 加 納 敏 行
執 行 役 員 服 部 亮 二
執 行 役 員 笠原　  勤
執 行 役 員 前 田 信 幸
執 行 役 員 上 村 俊 英
執 行 役 員 原　  義文
執 行 役 員 森　  秀人
執 行 役 員 三 品 孝 洋
執 行 役 員 田 中 英 明
執 行 役 員 鈴 木 直 人

（注）  補欠監査役 由布節子は、社外監査役の要件を満たし
ております。
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事業所一覧

株式情報 ■ 所有者別状況

24.6%

10.2%

50.1%
1.7%

0.1%

13.3%

本 社
東 京 本 社
東 京 本 社

（ さ い た ま オ フィス ）

大 阪 本 社
北 海 道 支 社
東 北 支 社
北 陸 支 社
中 部 支 社
中 国 支 社
四 国 支 社
九 州 支 社
沖 縄 支 社
マネジメント事業部
研究センターつくば

東京都中央区日本橋浜町3−21−1
東京都中央区日本橋浜町3−21−1

さいたま市浦和区上木崎１−14−6（CTIさいたまビル）

大阪市中央区道修町1−6−7（北浜MIDビル）
札幌市中央区北3条西3−1−6（札幌小暮ビル）
仙台市青葉区本町2−15−1（ルナール仙台）
新潟市中央区万代4−4−27（新潟テレコムビル）
名古屋市中区錦1−5−13（オリックス名古屋錦ビル）
広島市東区光町1−13−20（ディア光町）
高松市紺屋町1−3（香川紺屋町ビル）
福岡市中央区大名2−4−12（CTI福岡ビル）
那覇市壺川3−5−1（東武壺川ビル）
東京都中央区日本橋浜町3−21−1
つくば市鬼ヶ窪1047−27

103−8430
103−8430

330−0071

541−0045
060−0003
980−0014
950−0088
460−0003
732−0052
760−0027
810−0041
900−0025
103−8430
300−2651

所有者属性 株主数（名） 株式数（千株）
■ 金融機関 30 3,475
■ 金融商品取引業者 28 247
■ その他の法人 98 1,444
■ 外国法人等 81 1,877
■ 個人・その他 3,446 7,095
■ 自己名義株式 1 18

１. 発行可能株式総数 40,000,000 株
２. 発行済株式の総数 14,159,086 株
３. 株主数 3,684名（うち、議決権あり株主数 3,383名）
４. 大株主（上位10名）

株主名 持株数（千株）持株比率（％）
建設技術研究所従業員持株会 1,375 9.7
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 371 2.6
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 354 2.5
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 346 2.4
CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO  345 2.4
住友生命保険相互会社 300 2.1
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 288 2.0
第一生命保険株式会社 269 1.9
日本生命保険相互会社 188 1.3
大同生命保険株式会社 174 1.2



本社　〒103-8430　東京都中央区日本橋浜町 3-21-1
TEL. 03-3668-0451（大代表）　http://www.ctie.co.jp/

植物油インキを使用し、有害物質を含んだ廃液をほとんど
排出しない方法（水無し印刷）にて印刷しております。

■ 株主メモ

事 業 年 度 1月1日から12月31日
定時株主総会 毎年3月
基 準 日
定 時 株 主 総 会
期 末 配 当 金
中間配当を行う場合

12月31日
12月31日
  6月30日

公 告 の 方 法 電子公告の方法によります。ただし、電子公告による
ことができない事故その他やむを得ない事由が生じ
た場合には、日本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL  http://www.ctie.co.jp/

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社証券代行部

同 連 絡 先 〒137−8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社証券代行部テレホンセンター
電話	 0120−232−711（東京）
	 0120−094−777（大阪）
	 上記電話番号がご利用できない場合
	 03−6701−5000（通話料有料）
ＵＲＬ	 http://www.tr.mufg.jp/daikou/

手 数 料 無料

（ご注意）
1．�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続
きにつきましては、原則、口座を開設されている
口座管理機関（証券会社等）で承ることとなって
おりますので、ご不明な点は口座を開設されている
証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人
（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできません
のでご注意ください。

2．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続
きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理
機関となっておりますので、左記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せくださ
い。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店におきま
してもお取次ぎいたします。

3．�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託
銀行本支店でお支払いいたします。

4．�株主様のお名前などに株式会社証券保管振替
機構で指定されていない文字が含まれる場合は、
通知物のあて名の一部または全部が同社の指定
する文字に置き換えられることがありますので、
あらかじめご了承ください。


